
1 ストーブの周辺はすっきりと
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火災をふせぐ
　わずかの油断で、あっという間にすべてが灰になってしまう火災。そんな恐ろしい火災を
起こさないためには、日常のちょっとした心がけが大切です。 
防火対策の注意ポイントをもとに、自分の生活を振り返り、普段からの防火対策をチェック
してみましょう。 

避難行動要支援者
　災害時に様々な配慮が必要な方を「要配慮者」といいます。また、「要配慮者」の中でも災害
時に自力で避難することが難しい方を「避難行動要支援者」といいます。災害が発生した場合、
最も被害を受けやすいこのような方たちを守るため、地域（ご近所や自主防災会など）で支援
できる環境づくりを進めましょう。

　いざというときに、避難行動要支援者を速やかに避難支援するためには、まず、どこ
でどんな人が支援を必要としているかという情報を地域と行政機関が把握していなけれ
ばなりません。 
　災害時の支援を希望される方は、市にご連絡ください。または自主防災会（または自
治会）の実地調査の際に申し出てください。ご協力をお願いいたします。 
　市では、提供いただいた情報を基に、各地域の避難行動要支援者の支援プランを作成
し、地域の自主防災会（または自治会）や民生委員、児童委員、避難支援者と連携して
支援します。 
 自主防災会などの避難支援組織や避難支援者は、その情報を基に平常時の声かけや見
守り、災害時の安否確認及び避難支援などを行います。

特にカーテン、洗濯物に
は要注意。石油ストーブ
の給油、移動は必ず火を
消してから。

2 揚げ物料理はその場を離れない
電話や来客の応対は、必
ず火を消してから。そば
に燃えやすいものを置か
ない心掛けも。

3 寝たばこ、ポイ捨て厳禁
寝たばこはしない、させ
ない習慣を。火のついた
たばこの放置やポイ捨て
も厳禁。

4 放火をさせない環境づくり
家の周りに燃えやすいも
のを置かない。物置、車
庫などのカギはしっかり
と。

5 強風の日のたき火は危険
子どもだけでたき火をさ
せない。風のある日のた
き火は中止。

6 子どもの火遊び禁止
日頃のしつけをしっかり。
目の届くところにマッチ
やライターを置きっぱな
しにしない。

7 風呂の空だきをしない
点火のときは浴槽の水量
を確かめて。点火、消火
は目で確認。

8 コンセントにこまめな気づかい
たこ足配線、コンセント
まわりのホコリに注意。
使わない時はこまめに抜
く。 

9 就寝前の火の用心
ガスの元栓、コタツのコ
ンセントなど指さし点検
で火の元確認。

10 消火の備えを万全に 
住宅用火災警報器や消
火器を設置。また、防火
訓練には積極的に参加。 

避難行動要支援者とは･･･
・身体障がいのある方
・精神障がいのある方
・難病患者
・要介護認定を受けている方
・妊婦

・知的障がいのある方
・発達障がいのある方
・高齢者
・乳幼児
・日本語を解さない方

要配慮者のうち、避難に支援を必要とする方です 
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◎市では、災害時に避難行動要支援者の避難を地域と行政が協力して支援できるよう、避
難行動要支援者の支援体制の強化を進めています。

●避難行動要支援者の方、家族の方へ

避難行動要支援者 

行政機関（市・消防） 地域(自主防災会）など

災害時の支援
支援プランの作成

実地調査・登録 
見守り・災害時の支援

〔避難行動要支援者支援のしくみ〕

支援の希望 日常の交流 
名簿情報提供 

情報共有 


